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No. 16 (1971J 

〔実験〕 新鮮な根茎を熱メタノール抽出後，不溶部を熱水抽出し，抽出液に倍量のエタノール

を加えて沈殿を得た．これの水搭液を DEAEセルロース・クロマトグラフィーとゲル炉過など

で精製し，単離した多糖類をアルカリ性ホウ酸緩衝液を用いたガラス繊維紙電気泳動およびセフ

ァデックス G-200を用いたゲルクロマトグラフィーで均質性を検討した．加水分解物の薄層ク

ロマトグラフィーおよびトリメチルシリル化体のガスクロマトグラフィー，還元成績体のトリプ

ノレオロアセチル化後カ事スクロマトグラフィー， レゾルシン法およびオルシン法などの手段で構成

糖を分析し，酵素分解も試みた．

〔結果〕 精製された粘質多糖類の極限粘度は 2.2(21 °, H20），分子量は約50万と推定され，

構成糖の種類と定量値は， n-fructose52.3%, n-mannose 25.0%, n-glucose 8ι%， n-gala-

cturonic acid 14.8 %であった. /J-n-fructofuranosidaseを作用させて n-fructoseの遊離が

認められた．

〔考察〕 粘度測定の結果では，粘性は熱水抽出で得られる多糖類分間に集中しているが，この

分画には他にも未精製の多糖類が存在すると考えられる．

植物粘質物（第3報〉

オオバコ種子の粘質多糖類 Plantasanの Smith分解成績体

友田正司，宇野正代

（日本薬学会 第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 オオパコ種子の粘質多糖類を単離し， n-xylose,L-arabinose, n-galacturonic acid, 

L-rhamnoseおよび n-galactoseから構成される高分子化合物であることを第 1報で報告した

が，本報では構造研究の手段として， Smith分解を行なった結果を述べる．

〔実験〕 多糖類 Plantasanを過ヨウ素酸酸化後，エチレングリコーノレを加えて過剰の過ヨウ

素酸を分解し， NaBH4で還元後 1N-H2S04，室温2日の条件で加水分解して中和後透析し，内

液をセファデックス G-25でゲル炉過して分解成績体の多糖類を得た． 加水分解物の薄層クロ

マトグラフィー，還元成績体のトリフノレオロアセチノレ化後ガスクロマトグラフィー， オルシン

法などで構成糖を分析すると共に， メチノレ化後メタノリシス成績体のガスクロマトグラフィー

(Butane 1, 4-diol succinate使用）および過ヨウ素酸酸化などを行なった．

〔結果〕 Smith分解で生じた多糖類はアラピノキシランで，［a:］包－107.2° (H20), n-xylose 

および L-arabinoseの量比は 9:1で，分子量約 9200と推定される． メチル化後メタノリシ

ス成績体として methyl2, 3-dimethyl n-xyloside, methyl 3-methyl n-xyloside および

methyl 3, 5-dimethyl L-arabinosideが得られ，過ヨウ素酸消費量は構成ベントース分子あた

り0.73モルで、あった．
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